
 

 

立科町 

人と自然が輝く町 

TATESHINA TOWN 

プレスリリース  

令和元年（ 2019 年） 7 月 1 日  
 

立科町テレワークシンポジウム  

人口 7,000 人の町が本気で取組む働き方改革を

開催します  

 

 

 
 

１ シンポジウム概要 
（１）日時  令和元年 7 月 26 日（金）13:00～17:00 

（２）場所  立科町老人福祉センター集会室北佐久郡立科町大字芦田 2523 

（３）講演内容  

  ○『働く、が変わる』テレワークの最新動向と今後の政策ビジョン  

  総務省  情報流通行政局  情報流通振興課  課長補佐  齋藤  洋一郎  氏  

  ○新しい働き方が生み出す地方の可能性  

  一般社団法人日本テレワーク協会  主席研究員  大沢  彰  氏  

  ○信州リゾートテレワークの取組みについて  

  長野県産業労働部  創業・サービス産業振興室  室長  丸山  祐子  氏  

  ○200 人以上のワーカーが時短で働く  塩尻型テレワークについて  

  一般財団法人塩尻市振興公社  事務局長補佐  太田  幸一氏  

  ○自社の働き方改革と地方自治体との連携  

  ネットワンシステムズ (株) カスタマーサービス本部  荻野  美香  氏  

  ○立科町の取組み紹介  社会福祉型テレワークの実装を目指して 

（４）詳細・申込  別添チラシをご参照ください  

※テレワーク・デイズ 2019 とは（ https://teleworkdays.jp/ から抜粋） 

 総務省、厚生労働省、経済産業省、国土交通省、内閣官房、内閣府では、東京都および 

関係団体と連携し、2017 年より、2020 年東京オリンピックの開会式にあたる 7 月 24 日を 

「テレワーク・デイ」と位置づけ、働き方改革の国民運動を展開しています。 

立科町では「多様な人たちがそれぞれの方法で働いている【社会福祉型テレワー

ク】の実現」をめざして、テレワーク推進事業を実施しています。 

このたび、テレワーク・デイズ 2019 期間中に、平成 31 年 4 月に設置した「立科

町テレワークセンター」の披露と併せて、テレワークを推進する機運の醸成を目指

して、テレワークに取組む方々を講師に迎えたシンポジウムを開催します。 

立科町 企画課 企画振興係 

（課長）竹重和明 （担当）上前知洋 

電話： 0267-88-8403（直） FAX：0267-56-2310 

E-mail：kikaku@town.tateshina.nagano.jp 立科町マスコットキャラクター  

しいなちゃん 

https://teleworkdays.jp/
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